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～かみのやま東西南北～

　

６
月
３
日
︑
十
日
町
い
ろ
は

市
大
商
業
祭
が
開
催
さ
れ
︑
会

場
の
十
日
町
商
店
街
は
約
１
万

人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
︒

　

い
ろ
は
市
を
き
っ
か
け
に
し

て
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
︑
昨
年
を
上
回
る
計
70

店
舗
が
出
店
︒
訪
れ
た
人
は
︑

そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
自
慢
の
味
や

技
︑
市
外
の
ご
当
地
グ
ル
メ
︑

は
た
ら
く
車
の
展
示
︑
ク
ラ
フ

ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
︒

　

来
場
者
は
﹁
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め

る
の
で
︑
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
﹂
と
話
し
︑
出
店
者
は

﹁
来
た
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
の

が
何
よ
り
嬉
し
い
で
す
︒
今
日

だ
け
で
な
く
︑
二
日
町
プ
ラ
ザ

に
訪
れ
た
後
な
ど
に
ま
た
立
ち

寄
っ
て
ほ
し
い
で
す
﹂
と
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
︒

　

訪
れ
る
人
・
迎
え
入
れ
る
人

の
﹁
笑
顔
﹂
で
あ
ふ
れ
︑
多
く

の
﹁
人
﹂
で
あ
ふ
れ
︑
さ
ら
な

る
活
気
へ
の
﹁
思
い
﹂
が
あ
ふ

れ
た
十
日
町
商
店
街
で
し
た
︒

笑顔・人・思いであふれた商店街
十日町いろは市大商業祭

１_買い物客も出店者もにっこり笑顔♪２_親子でわくわく楽しめる店も多数出店した／３_
「はたらく車」の展示は子どもたちに大人気！消防車や救急車、パトカー、トンネルなどで
活躍する高所作業車が並んだ／４_晴天に恵まれ､開場まもなく多くの人が行き交った商店街
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２

４
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たくさんの“めんご”たちが訪れています!

写真左から光さん、奏多くん、芳高さん

Pick-Up 01

　

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
か

月
を
迎
え
た
二
日
町
プ
ラ
ザ
は
︑

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅

広
い
世
代
の
み
な
さ
ん
が
利
用

し
︑に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
︒

　

同
施
設
内
総
合
子
ど
も
セ
ン
タ

ー﹁
め
ん
ご
り
あ
﹂で
は
︑早
く
も

来
館
者
１
万
人
を
超
え
︑６
月10

日
に
は
来
館
者
１
万
人
達
成
セ
㆑

モ
ニ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
︒ち
ょ
う

ど
１
万
人
目
と
な
っ
た
関
東
芳
高

さ
ん
・
光
さ
ん
・
奏
多
く
ん
家
族

︵
石
堂
︶に
は
記
念
品
と
し
て
︑工

房﹁
く
だ
も
の
う
つ
わ
﹂の
大
皿
と

ぬ
い
ぐ
る
み
︑花
束
が
贈
ら
れ
ま

し
た
︒

　
関
東
さ
ん
は﹁
ス
タ
ッ
フ
の
人
た

ち
が
す
ご
く
親
切
で
︑安
心
し
て

遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
﹂
と

話
し
︑こ
れ
か
ら
も
利
用
し
続
け

た
い
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
︒

Pick-Up 02

「めんごりあ」来館者１万人達成セレモニー

きっと、
忘れられない出逢い

ドイツ・ドナウエッシンゲンの学生と交流しませんか

きっと、
忘れられない出逢い
　この夏、海外友好都市ドナウエッシンゲン市から学生訪問団がやって
きます。日本文化の体験や出会いを楽しみにしている若者たちと交流し、
活動をサポートしてみませんか？英語の通訳ボランティアも募集します。
■日時　８月３日(金）午前９時～午後４時　※市役所食堂集合。
■内容　蔵王坊平散策など　
■対象　市内在住・在学の中学生、高校生、大学生
■参加料　1,000円
■申込期限　７月25日(水)　※申込み多数の場合は調整。
※別日に開催されるプログラムにも参加できます。詳しくは問い合わせく

申込み・問合せ　庶務課　内線215

おめでとうございます

　41年間にわたり、日本大学山形高等学校に勤務
され、校長や事務長を務められました。勉強する
ことの意味・重要さを伝えられるようにと、子ども
たちに情熱を持って接し続けました。
　また、退職された後は、市の代表監査委員とし
て、３期12年にわたり、本市の発展に大きく貢献
いただきました。「市民のみなさんの税金をいか
に有効に使えているかを第一に考え、丁寧に業務
に臨みました」と振り返ります。教員生活でも発揮
された“責任感”で、行財政における適正かつ効率
的な執行と透明性の確保に努められました。
　現在は、ご家族との買い物の時間が一番の楽し
みと話す井上さん。「勤め上げることができたの
も、周りのみなさんの助けがあってこそ。感謝の気
持ちでいっぱいです」と微笑みます。 井上 尚さん（朝日台）

春の叙勲
瑞宝双光章

【地方自治功労／教育功労】

３

２３



　葉山温泉開湯70周年記念式典が旅館「古窯」で開
催され、参加した131人が、開湯からの歴史を振り返
りながら、同温泉の“古希”を祝いました。
　席上、橋本龍治さん（かみのやま温泉旅館組合葉
山支部長）は「各旅館が個性を発揮しながら、時代に
柔軟に対応してきました。これからも愛される温泉地
であり続けられるよう、努力を続けていきます」とあ
いさつし、同温泉のさらなる発展を祈念しました。

６月４日

合同交流会

活動をとおし奉仕の心を育む
　上山明新館高等学校JRC・Sクラブと国際ソロプチ
ミストかみのやま（圡田瑛子会長）の「合同交流会」
が中部地区公民館で開かれ、参加した約40人が、茶
話会や歌などで親睦を深めました。
　席上、活動への支援として、圡田会長から同クラブ
へ助成金が贈呈。圡田会長は、「清掃活動など、地域
のために協力して活動していくことで、『奉仕の心』
を育んでいってほしい」と話しました。

6月12日

２

葉山温泉開湯 70周年記念式典

愛され続ける温泉地を目指して

　上ノ山麒麟保存会(石山正明会長)による「20
周年花季展示会」が中部地区公民館で開かれ、
訪れた人の目を楽しませました。
　展示されたのは、上山の固有種「上ノ山麒麟」
をはじめとする、会員が心を込めて育てたサツキ
計22点。訪れた人は、「１つ１つ個性があって、
それぞれの魅力を楽しみながら見ることができま
すね」と微笑んでいました。

可憐なサツキに魅せられて
6月1~3日 20周年花季展示会

　秋葉山で上山小学校２年生58人とヒメサユリを
増やそうの会のメンバー18人がヒメサユリの種まき
をしました。
　ヒメサユリは､植えた種の約15％しか花を咲かせ
ず、花を咲かせるまで５､６年の年月がかかるため､同
会のみなさんを中心に大切に育てています。
　岡崎百希さん(上山小)は、｢思ったより種が小さくて
びっくり。きれいに咲いてほしいです｣と笑顔を見せまし
た。　※費用の一部にやまがた緑環境税を活用しています。

きれいな花を心待ちにして
6月4日 ヒメサユリの種まき

新湯地区
松山地区
沢丁地区
二日町地区

vol.11

地区
おらだの
Series

　◇新湯◇松山◇沢丁◇二日町の
４地区は、地区内を流れる「荒町
川」周辺の美化活動に、連携して
取り組んでいます。
　5月27日は、各地区から多くの住
民が参加し、草刈りや花植えなど
に汗を流しました。参加者は「『自
分たちが暮らすまちの川の周りを
きれいに保ちたい』という同じ目標
に向かって４地区が活動している
のは素晴らしいこと。住民だけで
なく、川周辺を歩く人たちみんな
が楽しんでくれればうれしい」と笑
顔を見せました。
　８月19日(日)には、毎年恒例とな

っている「荒町川フェスティバル」
の開催を予定しています。金魚の
放流など『川がきれいだからこそ
できる』イベントが、幅広い世代の
参加者たちを楽しませます。
　４地区の人々の交流の場にもな
っている「荒町川」に、みなさんも
遊びに行ってみませんか。

ふるさとの川の周りをきれいに。４地区が協力して取り組む

かみのやまワイン通信
Delicious * Happy  Topics! vol.

問.ワインの甘口・辛口、フルボディとは何

ですか？

→答.ワインの特徴を表す表現として、白やロ
ゼワインは｢甘口・辛口｣、赤ワインは「フル
ボディ・ミディアムボディ・ライトボディ」
という言葉を使うことがあります。
※ワインメーカーが独自に判断しているもので一定の
ルールはありません。

ワインに関する知識や、
かみのやまテロワールの
情報をお届けします

岡崎淳一さん
ジャスト株式会社
代表取締役社長/
かみのやまワイン
の郷プロジェクト
協議会幹事

　  “かみのやまテロワール2017”

　７月７日に開催される「やまがたワイン
バルinかみのやま温泉」会場にて、先行
予約を受け付けます(受取は11月)。赤・白
各限定100本。贈り物やお歳暮にどうぞ。

　製造工程で、発酵によってぶどう由
来の糖分がアルコールに変わります
が、この糖分がアルコールに変わる程
度によって、甘口か辛口かが決まりま
す。糖分が残っているうちに発酵を止
めれば甘口、糖分をほとんどアルコー
ルに変えてしまえば辛口になります。唐
辛子のように辛いのではなく「甘くない
もの」を辛口と表現します。
　
　辛口と甘口とは表現しません。赤ワ
インのほとんどは辛口（甘くない）だか
らです。味は、渋味、酸味、コクによっ
て決まります。それを表現するのに「フル
ボディ」、「ライトボディ」と表現します。

【白・ロゼワイン】

【赤ワイン】

味や香りが
濃厚

フルボディ
（重い）

ミディアムボディ
（中間）

ライトボディ
（さっぱり）

渋みが少なく
さらっと

５ ４

6月4日





■太字部分は、以前と変更となった箇所です。70歳未満の人の自己負担限度額については、変更はありません。
■入院時の食事代・差額ベッド代などは自己負担となります。
※過去１年以内の世帯単位での高額療養費支給が４回目以降の場合。外来のみの回数は含めません。

LINE＠で
市の子育て情報を
配信しています！
LINEで「上山市子育て情報」と
検索してください
問合せ 市政戦略課 内線219



大切な人の遺品整理
お手伝いいたします

当社遺品整理士におまかせください
体調や年齢が原因で整理できない、時間がとれないなど





のため



A Town to Nourish Body and SoulVol.19

「クアオルト認知度」向上のため、
市民自ら魅力を実感でき発信したくなる仕掛けに

「クアオルト認知度76.6％」

　これは、平成29年度に実施した「市民意識調査」
の数値です。上山市の将来に向けたまちづくりの計
画である第７次上山市振興計画では、将来指標の一
つに、平成35年度時点で、この認知度を90％にする
ことを目標に掲げています。
　調査結果の年代別の詳細（下表）を見ると、30代
以上の各年代では、知っている人の割合が80％前後
と高くなっている一方、20代では52.1％となってお
り、特に若い世代に対するアプローチ、そして各世代
へのさらなる周知がポイントと捉えています。

外から内からのアプローチで高まる認知度、
11年目の今年は深化の年

　市は現在、出前講座やウォーキング各種企画、「ク
アオルト推進月間（10月）」での事業の周知をはじ
め、昨年度は新たな試みとして、市立保育園・小学校
でのクアオルト給食の提供や、事業10周年記念“クア
オルト かみのやま”未来シンポジウムを開催し、400
人を超える市民が参加するなど、取組を知ってもらう
ための様 な々仕掛けを行っています。
　最近、保育園児や小学生の日常会話の中でも、「ク
アオルト」という言葉を耳にする機会があります。認
知度76.6％を例えばスポーツ選手や芸能人で考えた
場合、10人中７～８人が知っているとなれば相当な知
名度だと想像します。それを考えると現在の認知度は
非常に高く、これまでの取組の積み重ねが着実に数
字に現れていると実感しています。

　今年度は、市民意識調査で見えてきた課題、特に
20代の認知度の低さを踏まえ、クアオルト健康ウォ
ーキングにヨガなどを組み入れた若い世代を対象と
した企画の実施や、「かみのやま温泉クアオルト」フ
ェイスブックページの充実をはじめ、市内企業・事業
所に対する健康経営の普及拡大と一体となった取組
の紹介や提案にも力を入れるなど、より多くの人たち
に知ってもらう工夫に努めます。
　また最近、クアオルト事業は注目度が高まり、昨年
度は主に県外から年間で45回・365人が視察に訪れ
ています。さらに今年度に入ってからは、「ＮＨＫラジ
オ 旅ラジ！（６月12日・全国放送）」、「日本経済新聞
ヘルスツーリズム特集（６月23日・全国紙夕刊掲載）」
など、全国・県内の各メディアなどで取り上げられる
機会が増えています。
　市民のみなさんが、クアオルトの取組を知る機会
は、視察やメディア紹介により露出が増えることで外
から情報を得る場合と、市内での様々な取組に触れ
ることで内から知る場合があると思います。
　たくさんの方々に取組を知ってもらうには、外と
内、双方向からのアプローチが必要です。特に私たち
は、市民のみなさんご自身が、“クアオルト（健康保養
地） かみのやま”の魅力を実感でき、自らの言葉で周
りに発信したくなる仕組みをつくり、11年目の今年
は、まさに“クアオルトの芽”が心の中にしっかり根付く
ような、深化の年にしたいと考えています。
　　　　  　（クアオルト推進室　室長・佐々木慶）

市内外から約130人が
参加した「ユトリアグ

ループ

コラボウォーキング」
（６月９日・蔵王高原

坊平）

「ＮＨＫラジオ　旅ラジ！」公開収録の様子
（６月12日・三友エンジニア体育文化センター）

平成29年度市民意識調査／年代別クアオルト認知度

知っている 知らない

20歳未満 75.0% 21.9%

20～29歳 52.1% 44.8%

30～39歳 81.2% 16.1%

40～49歳 79.8% 18.5%

50～59歳 80.9% 17.0%

60～69歳 84.8% 8.8%

70歳以上 78.4% 12.1%

平均 76.6% 18.8%





■上山型温泉クアオルト事業10周年

上
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泉
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事
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て
？

　
﹁
ク
ア
オ
ル
ト
﹂と
は
︑
ド
イ
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健
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地
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ま
す
︒

　

上
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な
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の
自
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︑
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ま
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資
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し
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光
◇
環
境
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︑
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﹂
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上
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泉
ク
ア

オ
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具
体
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い
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？

　

取
組
の
柱
が
︑
心
筋
梗
塞
や

狭
心
症
の
リ
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ビ
リ
︑
高
血
圧
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治
療
と
し
て
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イ
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で
実
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さ
れ
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気
候
性
地
形
療
法
﹂を

取
り
入
れ
た
ク
ア
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ト
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
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で
す
︒こ
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︑

医
科
学
的
根
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に
基
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く
〝

頑
張
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な
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で
楽
し
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運
動
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を
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め
る
〟
も
の
︒現
在

市
内
に
は
日
本
唯
一
と
な
る
ド

イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
大
学
よ

り
鑑
定
を
受
け
た
認
定
８

コ
ー
ス
を
含
む
20
コ
ー
ス
が
整

備
さ
れ
︑
専
任
の
ガ
イ
ド
の
案

内
で
︑
年
間
３
６
０
日
開
催
し

て
い
ま
す
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現
在
︑市
内
外
か
ら
年
間
延

べ
約
１
万
３
４
０
０
人
︵
平
成

29
年
度
︶
も
の
人
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が
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加
し

て
お
り
︑
身
体
的
・
心
理
的
な

健
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の
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︑﹁
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目
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季
折
々
の

地
元
食
材
を
生
か
し
栄
養
バ

ラ
ン
ス
に
富
ん
だ
食
事
﹁
ク
ア

オ
ル
ト
膳
﹂
は
大
好
評
︒ま
た
︑

〝
あ
た
た
ま
り
の
湯
・
美
肌
の

湯
〟
で
あ
る﹁
温
泉
﹂を
活
用
し

た
取
組
な
ど
︑
健
康
づ
く
り
に

重
要
な﹁
運
動
・
栄
養
・
休
養
﹂

の
三
大
要
素
が
本
市
に
は
凝

縮
さ
れ
て
い
ま
す
︒予
防
か
ら

治
療
ま
で
︑
恵
ま
れ
た
地
域
資

源
を
最
大
限
に
活
か
し
て
楽

し
み
な
が
ら
実
践
で
き
る
︑
総

合
的
な
健
康
づ
く
り
を
推
進

し 

て
い
ま
す
︒

他
自
治
体
・
企
業
と
の
連
携

 　

平
成
23
年
に
︑
全
国
有
数
の

温
泉
地
﹁
由
布
院
温
泉
﹂
の
あ

る
大
分
県
由
布
市
︑
世
界
遺
産

﹁
熊
野
古
道
﹂
の
あ
る
和
歌
山

県
田
辺
市
と
﹁
温
泉
ク
ア
オ
ル

ト
研
究
会
﹂
を
組
織
し
ま
し

た
︒

　
そ
の
後
︑
加
盟
自
治
体
が
増

え
︑現
在
は﹁
日
本
ク
ア
オ
ル
ト

協
議
会
﹂と
し
て
︑全
国
７
市
３

町
で
連
携
︒年
に
１
回
の
大
会

を
は
じ
め
︑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ガ

イ
ド
の
研
修
・
交
流
︑
さ
ら
に

は
熊
本
地
震
の
際
に
大
き
な

被
害
を
受
け
た
由
布
市
に
義

援
金
を
贈
る
な
ど
︑
ク
ア
オ
ル

ト
事
業
を
通
じ
て
多
方
面
に

わ
た
る
交
流
に
も
広
が
っ
て
い

ま
す
︒

　

連
携
は
自
治
体
の
み
な
ら

ず
︑
近
年
は
首
都
圏
の
企
業
な

ど
と
も
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
︒

　

現
在
︑特
定
保
健
指
導
や
糖

尿
病
予
備
群
を
対
象
に
し
た
︑

宿
泊
型
新
保
健
指
導
︵
ス
マ
ー

ト
・
ラ
イ
フ
・
ス
テ
イ
︶ツ
ア
ー

や
福
利
厚
生
ツ
ア
ー
な
ど
︑
県

内
外
企
業
・
事
業
所
の
健
康

経
営
を
地
域
を
挙
げ
て
支
援

す
る
ほ
か
︑
高
い
品
質
に
基
づ

11年目です！
　クアオルト‼ 　本市が推進している「上山型温泉クアオルト

事業」。
　平成20年度に本事業に着手してから今年で11
年目を迎えます。本事業の内容と10年の歩み、そ
して、3月14日に開催した「上山型温泉クアオル
ト事業10周年記念“クアオルト かみのやま”未来
シンポジウム」の様子をご紹介します。

い
た
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
に
よ
り
宿
泊
来
訪
者
も
着

実
に
増
加
︒さ
ら
に
は
︑ク
ア
オ

ル
ト
事
業
を
基
盤
と
し
た
新

た
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
︵
健
康
寿
命

延
伸
︶
産
業
の
創
出
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
︑
民
間
と
の
連
携

で
さ
ら
に
元
気
な
上
山
を
創
っ

て
い
き
ま
す
︒

上山型温泉クアオルト事業 10年間の歩み

事業着手

毎日ウォーキング開始

本市、由布市、田辺市で「温泉クアオルト研究会」設立

山形銀行と「連携・協定に関する協定」締結

上山型温泉クアオルト構想策定

「温泉クアオルト研究会」を改組。全国６市１町により「日本クア
オルト協議会」を設立

太陽生命保険株式会社と「上山型温泉クアオルト（健康保養地）
活用包括的連携に関する協定」を締結

損保ジャパン日本興亜ひまわり生命保険株式会社と協定（※）を締結

東京海上日動火災保険株式会社と協定（※）を締結

大塚製薬株式会社と「健康づくりの増進に関する包括的連携協定」
を締結

※



〝
ク
ア
オ
ル
ト  

か
み
の
や
ま
〞

未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
３
月
14
日
︑﹁
上
山
型
温
泉

ク
ア
オ
ル
ト
事
業
10
周
年
記

念
〝
ク
ア
オ
ル
ト 

か
み
の
や

ま
〟
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
が

三
友
エ
ン
ジ
ニ
ア
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
︑
市
民
や

市
内
事
業
者
な
ど
４
０
０
人

を
超
え
る
方
々
が
参
加
し
ま

し
た
︒

　
ク
ア
オ
ル
ト
事
業
に
関
わ

る
市
民
・
団
体
の
み
な
さ
ん

10
組
に
よ
る
活
動
紹
介
や
︑

﹁
市
民
が
主
役
！
日
本
一
の
健

康
保
養
地
を
目
指
し
た
ま
ち

づ
く
り
﹂
と
題
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
パ
ネ

リ
ス
ト
が
活
発
な
議
論
を
行

い
ま
し
た
︒

　

参
加
し
た
人
は
﹁
今
日
の
イ

キ
イ
キ
し
た
発
表
を
聞
い
て
︑

楽
し
ん
で
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
伝
わ
っ
て
き
た
︒こ
れ
か

ら
自
分
も
参
加
し
て
み
た
い
﹂

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
︒

活動発表されたみなさん

【健康・医療】
◇葉山JB（ジジ・ババ）倶楽部◇毎日ウォーキ
ング参加者◇蔵王テラポイト協会（ガイド）
【観光・まちづくり】
◇中川清昭さん（日本の宿「古窯」調理部長）
◇堺 美奈子さん（仙渓園「月岡ホテル」若女
将）◇中山地区公民館（吉田繁幸館長）◇県立
山形北高校放送部◇木村花鈴さん（ウッディ
ファーム＆ワイナリー）
【環境・景観】
◇上山ライオンズクラブ（鈴木和伸会長）
◇西山地区会（牧野義文会長）

上山型温泉クアオルト事業10周年記念
“クアオルト かみのやま”未来シンポジウム◎パネリストたちから出された

意見の一部をご紹介します。

桑野和泉さん
(株)玉の湯 代表取締役社長／
（一社）由布院温泉観光協会会長

10
・
20
年
先
の
未
来
に
向
け
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
現
在
︑ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者

や
ガ
イ
ド
︑
コ
ー
ス
の
整
備
︑
宿

泊
・
食
事
の
面
か
ら
の
協
力
な

ど
︑
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
多
く
の

方
々
に
︑そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
楽
し

み
な
が
ら
︑上
山
型
温
泉
ク
ア
オ

ル
ト
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
︑
住
ん
で
も
訪
れ
て
も

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が

り
︑子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

市
民
み
ん
な
が
元
気
に
過
ご
せ

る
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
︒

　
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民

の
み
な
さ
ん
自
身
で
す
︒

　
市
は
今
後
と
も
︑ま
ち
づ
く
り

の
機
運
向
上
と
︑そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
に
自
信
や
誇
り
が
持
て
た
り
︑

新
た
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
す
る
取
組

を
力
強
く
進
め
︑
将
来
都
市
像

﹁
ま
た
来
た
く
な
る
ま
ち　
ず
っ

と
居
た
い
ま
ち
～
ク
ア
オ
ル
ト

か
み
の
や
ま
～
﹂を
み
な
さ
ん
と

共
に
創
っ
て
い
き
ま
す
︒

◇中性脂肪が半分に。体重が大幅に減った
仲間もいる。（ウォーキング参加者）
◇仲間もできて、ウォーキングは生きがい！（同）
◇難しいことをするのではなく、市民が自分
のまちに魅力を感じ、楽しみ、参加すること
が、かみのやま温泉全体の「おもてなし」に
つながる（堺 美奈子さん／旅館業）　など

・継続性を考えると、これからは行
政主導の取組だけでなく、ビジネ
ス性を踏まえ、民間と一緒に頑張
る必要がある。
・資源を発掘し磨き上げ、生活の
営みの中で生かしていくこと。官民
一体となり、市民一人ひとりが「自
分たちのまち」という意識で、住ん
で楽しいまちを創っていくべき。

横戸長兵衛
上山市長

冨士重人さん
上山温泉クアオルト協議会
会長／旅館業

・市民については、歩く人の固定化
が一番の課題。今後は新しい人を
増やしていく必要がある。
・旅館では通勤手段を車から徒歩
にする社員がいたり、休日には子ど
もと一緒に歩く地域の父兄がいた
り、実践者が増えているのは嬉し
いこと。一人ひとりがまちを歩く
ムードをいかに高めるかが大切。

・住む人が健康で、楽しく暮らして
いる姿を見て、世界中から観光客
は訪れると感じている。
・市民のクアオルト認知度77.2％
（平成28年度）はすごい数字。こ
れからは外からの風も吹き込み、
周辺地域のみなさんもクアオルト
で健康になることで、全国へ広
がっていくと期待している。

木下藤寿さん
NPO法人熊野で健康ラボ代表理
事／上山市温泉クアオルト協議会・
日本クアオルト協議会アドバイザー

・上山市のクアオルトの取組は、ま
さに市民球団。選手は市民自身。
市民の取組がさらに強化されれ
ば、もっともっと強くなるだろう。
・熊野古道は、世界各地から大勢
のお客様が来るようになるまで
1,300年もかかった。それを考えれ
ば上山市はまだ10年目。これから
さらに来訪者も増えるだろう。

上田裕文さん
北海道大学観光学高等研究セ
ンター准教授／日本クアオル
ト協議会アドバイザー

・まずはまちを歩く。歩くことで気
づきやまちの魅力が生み出され、
結果として歩きたい環境・景観づ
くりにつながっていく。
・発表したみなさんは本当に楽しそ
うだった。まちづくりには、「課題
解決」からではなく、自分事として
の「楽しみ」から入ることが大切な
のだと思う。

富坂美織さん
産婦人科医／
TVコメンテーター

・上山市は温泉に癒され、地元の
食材で栄養をつけることができる
恵まれた環境。楽しみながら健康
寿命を延ばしていってほしい。
・長く住んでいると当たり前に思う
かもしれないが、五感で味わえる
素晴らしさを市民のみなさんにも
発信してもらい、大きなムーブメン
トを起こしてほしい。

小関信行さん
日本クアオルト研究機構事務局長
／上山市温泉クアオルト協議会・日
本クアオルト協議会アドバイザー

・健康は目標ではなく手段。病気の
有無に関わらず市民みんなが、心
身共に健康で楽しく過ごすことが
できる場所が“クアオルト かみのや
ま”。
・市民自身が、歩く、健康になる楽
しさを実感し、たくさんの人に伝
え、仲間を増やすことが、目指すべ
きまちの実現につながる。

■上山型温泉クアオルト事業10周年
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編集後記
今日の散歩道

●ふれあい相談　☎673－2750
◆一般相談（木曜日）午前9時～午後3時
　７月５日・12日・19日・26日
　８月２日・９日・23日・30日
◆無料法律相談（木曜日） ※要予約。
　７月５日、８月２日　午後1時～4時
　７月19日　午前10時～午後３時
　場所　市民相談室（市役所1階）
　問合せ　社会福祉協議会　☎673－2750
●教育相談　☎672－1111
　月曜～金曜日　午前9時～午後4時
　場所　教育相談室（市役所3階）
　問合せ　学校教育課　内線309
●行政相談　☎672－1111
　７月10日、８月14日 午後1時30分～4時
　場所　市民相談室（市役所1階）
　問合せ　市民生活課　内線124
●交通事故相談　☎630－3047
　月曜～金曜日　午前9時～午後4時
　場所・問合せ　県庁1階交通事故相談所

今月の相談日（７月・８月）

消防操法

審査会開催

消防団員へ、みなさんの熱い応援
をお願いします。

問合せ　
市消防本部　☎672-1190

場所 市消防本部

７月８日(日)
午前８時30分～正午

日時

団結、迅速、正確に

▽荒町川の清掃活動。早朝から草刈りなどの作
業が行われました。参加者は「きれいな環境を維
持するのは大変ですが、川沿いを通る人に『きれ
いですね』と言っていただけるので頑張れます」
とのこと。▽他の人のために汗を流す。それに対
し「きれいですね」と素直に感想を言える。素敵
なまちだなあと改めて感じました。(佐藤）

▽取材した「ヒメサユリの種まき」の後には、ヒメ
サユリの花のスケッチタイムがありました。「ぼく
たちがまいた種もきれいに咲くといいな」「見て！
上手に描けたよ！」「あっちにはピンクじゃなくて
白い花があったよ！」―ステキな感性を持った子
どもたちのように、私も小さな発見・感動を大事
にしたいと思いました。（加藤）

サロン活動サポーター養成講座
　サロンの運営をサポートする協力者やボラン
ティアを要請する講座です。

●定員　各講座20人ずつ
●参加料　無料
●申込期限　７月17日（火）
●持ち物　筆記用具
※動きやすい服装でお越しください。
●申込み・問合せ　市福祉協議会☎695－5095

◎講演
「サロンってなんだろう？」
■日時　７月20日（金）午後１時30分～３時30分
■場所　市民福祉活動支援センター”ふれあい”

◎先進地視察研修
「地域の居場所を見学しよう！」
■日時　７月31日（火）午前８時50分～午後２時
■場所　ご・ざぁーれ広場（河北町）
※定員になり次第締め切り。全講座出席される人
を優先します。福祉バスによる送迎あり。参加者
は午前８時50分までに、三友エンジニア体育文化
センター南側駐車場に集合してください。

◎演習
「サロンで楽しく運動しよう！」

■日時　８月10日（金）午後１時30分～３時30分
■場所　市民福祉活動支援センター“ふれあい”

市社会福祉協議会主催事業


